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ラットにおける妊娠･授乳期および離乳後の骨代謝に関する検討
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《目的》 我々は,ﾗｯﾄ を用いた検討から妊娠期間中には,生体のｶﾙｼｳﾑ(Ca) 要求が高まるこ

と,及びそれに伴い骨代謝が変化することを報告してきた。しかし,授乳が骨代謝へ与える

影響は未だ不明な点が多い。そこで本研究ではﾗｯﾄ を用いて妊娠･授乳期および離乳後の骨

代謝を,骨密度とCa 出納を中心に検討した。《 方法》本研究では10  週齢SD 系雌ﾗ ﾂﾞﾄを使

用した。ﾗｯﾄは個別に代謝ｹﾞｼーﾞに入れ,12 日間の予備飼育後,]ﾝﾄDｰﾙ 群･ 授乳群･非授乳群の

３群に分けた。授乳群および非授乳群は交配期間を５日間とし,同週齢のSD 系雄ﾗｯﾄ と同じ

ｹﾞｼーﾞで飼育した。その後,3 群ともに18 週間飼育した。非授乳群においては出産後, 母ﾗｯﾄ か

ら子ﾗｯﾄ を離した。飼育期間中の,群分け直前･妊娠中･出産後･離乳後に計13 回, Ca 出納試

験を行った。なお,授乳期間は,]ﾝﾄﾄﾙ 群と非授乳群のみCa 出納試験を行った。また,群分

け直前･出産直後･離乳直後･離乳後 ４週目,8 週目,12 週目の計 ６回,ﾈﾝ ﾌﾞﾀｰﾙ麻酔下でDXA

法を用い腰椎および脛骨骨密度の測定を行った。なお飼育期間中は,いずれの群も繁殖用

粉末飼料(日本ｸﾚｱ,CE-2 Ca:1.18X) と脱ｲｵﾝ･ 蒸留水を自由摂取させた。《結果》 腰椎･ 脛

骨近位部の骨密度は,]ﾝﾄﾄﾙ 群･非授乳群では飼育期間中ほぼ一定であったが,授乳群では

すべてのﾗ ﾂﾞﾄで授乳中急激に減少し,離乳後 ４ 週目には,出産直後と同ﾚ ﾍﾞﾙまで回復した。

しかし,その後の ８週■12週目では,]ﾝﾄﾛｰﾙ 群ﾚ ﾍﾞﾙには達しなかった。以上より,腰椎･脛骨

骨密度は授乳期間中減少し,授乳によって減少した骨密度は,出産直後ﾚ ﾍﾞﾙには回復する

ものの,]ﾝﾄﾛｰﾙ 群ﾚ ﾍﾞﾙに回復するにはかなりの期間を要することが示唆された。今後, 授

乳中の骨量減少抑制および離乳後の骨量回復について更なる検討が必要と考えられる。
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《目的》 超高齢社会を迎え､ますます骨の健康に対する関心が高まる中、カルシウム(Ca) の

充分量の摂取とともに栄養バランスのよい 食生活、さらには日常活動量を高めることの重要

性が叫ばれる現況である。しかし､ 最新の国民栄養調査のCa 摂取量においては、男女ともに

10代～40 代はその摂取量に不足がみられ､ また、70代においても､食が細くなるからか、或い

は長年の食習慣からかCa摂取量は不足している状況であ る。そこで、本研究では､ 異なる地

域(東京･ 新潟) の高齢女性を対象に、骨密度および食形態等の食習慣について比較検討した。

《対象･ 方法》 対象は、健常な高齢女性62 名。その内訳は東京群33 名( 平均年齢71.0 ±4.3 歳、

Mean ±SD) 、新潟群29 名(平均年齢70.4 ±4.3 歳)である。これら対象者に対し、DXA法による腰

椎(L2-L4) 骨密度測定、留置法による３日間の食事調査および食習慣の比較の一つ として旧

3食の食形態調査等を実施した。

《 結果》 東京群と新潟群 の比較において､ 年齢･体格･ 腰椎骨密度に有意差は認められず､２

群ともに骨密度は、同年齢 の日本人平均骨密度に対し有意な高値を示し、また､ 主な栄養素等

は充分量摂取さ れており良好であった。Ca摂取量は1日平均669iiigと647ingであった。食形態調

査では、朝食の主食において、東京群はパン食が63.6%､ 新潟群は米飯食が67.8% と２群間に有

意差が示され､ 朝食 の形態に地域差 が認められた。さらに朝食のCa摂取量に有意差は示さ れ

なかったものの､東京群が新潟群に比し高値傾向を示し、牛乳･乳製品のCa 摂取量が有意に高

値であ った。以上より、異な る地域の高齢女性において、食形態等の食習慣の違い による食品

別Ca 摂取に差は生じ るものの、１日総Ca 摂取量お よび骨密度に地域差は認められなかった。
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